
役
員
会
場
の
「
が
ん
こ
宝
塚
苑
」
は
総

会
第
２
日
目
の
昼
食
会
場
で
も
あ
り
、
そ

の
見
分
も
兼
ね
て
の
役
員
会
と
し
、
総
会

時
と
同
程
度
の
食
事
も
吟
味
し
て
参
り
ま

し
た
。
因
み
に
「
が
ん
こ
宝
塚
苑
」
は
不

動
産
で
財
を
な
し
た
旧
家
の
お
邸
を
丸
ご

と
譲
り
受
け
店
舗
と
し
て
再
活
用
し
て
い

る
趣
深
い
お
店
で
す
。
客
室
か
ら
は
手
入

れ
が
行
き
届
い
た
庭
を
愛
で
な
が
ら
食
事

が
頂
け
ま
す
（
写
真
参
照
）
。
ど
の
よ
う

な
雰
囲
気
で
あ
る
か
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
に

し
て
お
い
て
下
さ
い
。

協
議
内
容
に
つ
い
て
で
す
が
、･･･

歴
史
講
演

第
１
日
目
の
年
次
総
会
後
の
歴
史
講
演

で
す
が
、
ご
案
内
の
通
り
山
名
年
浩
会
長

に
『
近
世
京
都
の
地
図
に
み
る
歴
史
の
流

れ
』
と
題
し
て
、
明
治
維
新
前
後
の
京
都

の
古
地
図
を
元
に
街
並
み
や
建
物
の
移
り

変
わ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
歴

史
変
遷
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

講
演
史
料
に
用
い
る
会
長
所
蔵
の
古
地

図
は
可
能
な
限
り
大
き
く
複
写
し
皆
様
に

お
配
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

源
氏
三
社
の
参
拝

総
会
の
史
跡
散
策
で
訪
れ
る
源
氏
三
社

（
六
孫
王
・
壷
井
・
多
田
）
で
は
、
各
神

社
共
に
参
拝
の
上
、
会
の
発
展
祈
願
と
神

職
様
か
ら
お
話
を
頂
け
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
普
通
の
参
拝
よ
り
は

一
歩
踏
み
込
ん
だ
意
義
深
い
参
拝
と
な
れ

ば
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
参
拝
の
際
の
「
御
供
」
で
す
が
、

会
と
し
て
予
め
準
備
し
て
参
り
ま
す
が
、

十
分
な
こ
と
が
出
来
な
い
会
計
状
態
で
ご

ざ
い
ま
す
。
総
会
当
日
に
「
源
氏
三
社
へ

の
御
供
協
力
」
の
形
で
募
金
（
？
）
箱
を

回
し
ま
す
の
で
、
お
気
持
ち
の
許
す
範
囲

で
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

頂
き
ま
し
た
ご
協
力
は
三
分
し
、
会
か

ら
の
お
供
え
と
は
別
に
、
「
山
名
会
有
志

一
同
」
の
袋
で
お
供
え
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
何
卒
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

河
内
源
氏
三
代
廟
所

壷
井
八
幡
宮
周
辺
に
は
、
源
頼
信
・
頼

義
・
義
家
三
代
の
廟
所
が
点
在
し
て
お
り

ま
す
。
折
角
の
機
会
で
す
の
で
時
間
を
多

く
と
っ
て
三
廟
所
を
巡
る
予
定
で
す
（
足

に
自
信
の
な
い
方
は
自
家
用
車
で
先
回
り

又
は
、
壷
井
八
幡
宮
で
ご
一
服
）
。
従
い

ま
し
て
聖
徳
太
子
御
廟
（
叡
福
寺
）
の
参

拝
は
短
時
間
と
な
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。

尚
、
河
内
源
氏
三
代
廟
所
の
案
内
や
説

明
は
宮
田
副
会
長
に
先
達
と
し
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

大
阪
周
辺
見
学
箇
所

河
内
源
氏
三
代
廟
所
参
拝
の
後
、
時
間

に
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
ら
多
田
神
社
に
向

か
う
道
す
が
ら
、
一
箇
所
の
見
学
を
盛
り

込
め
れ
ば
と
考
え
、
現
在
の
と
こ
ろ
尼
崎

城
周
辺
を
検
討
中
で
す
。
「
尼
崎
」
と
言

え
ば
工
業
都
市
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

で
す
が
、
寺
町
な
ど
を
有
す
る
歴
史
的
な

街
で
も
あ
り
ま
す
。
此
方
の
見
学
も
出
来

ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

会
則
の
内
容
見
直
し

旧
山
名
会
の
会
則
を
現
在
も
引
き
継
い

で
い
ま
す
が
、
内
容
的
に
違
和
感
の
あ
る

表
現
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
見
直

し
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
会
に
て
皆

様
に
ご
判
断
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
又
、

役
員
任
期
満
了
の
２
年
と
な
り
ま
す
の
で
、

此
の
件
に
つ
き
ま
し
て
も
総
会
に
て
皆
様

に
ご
判
断
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
ご
参
加
を
！

ご
案
内
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
よ
う

に
、
今
回
は
山
名
氏
の
祖
で
あ
る
「
清
和

源
氏
の
足
跡
を
巡
る
」
を
テ
ー
マ
に
総
会

行
事
を
考
え
て
居
り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の

会
員
様
に
取
り
ま
し
て
は
「
今
更･･･

」
と

言
う
観
も
御
座
い
ま
し
ょ
う
が
、
事
務
局

を
含
め
若
い
年
代
の
会
員
の
中
に
は
「
そ

も
そ
も
清
和
源
氏
と
は
？
」
か
ら
し
て
、

お
ぼ
つ
か
な
い
状
況
で
し
て
、
今
回
は
基
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全

國

山

名

氏

一

族

会

〒
６
６
７
ー
１
３
１
１
兵
庫
県
美
方
郡
香

美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５
法
雲
寺
内

電

話
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
６
１

９
月
16
日
宝
塚
市
で
山
名
会
長
・
宮
田
副
会
長
の
ご
出
席
の
元
、
総
会
実
施
内
容
を
検
討
・
確

認
の
為
、
役
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
初
ご
案
内
の
総
会
計
画
か
ら
の
変
更
点
・
留
意

点
等
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

総
会
に
向
け
役
員
会
開
催

役員会場（総会2日目昼食場所）
旧家のお邸がそのまま和食レストランに再活用さ

れている。

役員会開催
会長・副会長・事務局の三名で協議。総会行事の
内容を相談。（がんこ「宝塚苑」）



第１日目（１１月２９日・土）  

時 刻 行 事 場 所 

１２：３０ 京都・六孫王神社で受付 京都市南区八条町 

１３：００ 「年次総会」開催 

六孫王神社会館 １４：００ 
『近世京都の地図にみる歴史の流れ』 

講師 山名年浩氏 

１５：３０ 六孫王神社参拝・記念撮影 

１６：３０ 宿舎へ移動 バスで移動 

 太子温泉着 大阪府南河内郡太子町 

１８：３０ 懇親会 

第２日目（１１月３０日・日）  

時 刻 行 事 場 所 

８：１０ 聖徳太子陵（叡福寺）参拝・散策 大阪府南河内郡太子町 

９：３０ 壺井八幡宮参拝（源氏三代御廟等） 羽曳野市壺井 

 道中、１箇所見学 尼崎城周辺予定 

１２：３０ 「がんこ宝塚苑」で昼食 宝塚市 

１４：２０ 多田神社参拝 川西市多田院多田所町 

１６：００ 新大阪で解散（ＪＲ利用者）  

１６：３０ 京都で解散（自家用車の方）  

礎
中
の
基
礎
で
あ
る
清
和
源
氏
を
取
り
上

げ
た
次
第
で
す
。
ど
う
か
ご
参
加
の
上
、

ご
高
導
頂
け
ま
す
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま

す
。

第
21
回
総
会
概
要

①
期
日
：
平
成
26
年
11
月
29
日
（
土
）
～

30
日
（
日
）

②
主
題
：
『
山
名
氏
の
源
流
を
訪
ね
る
』

③
講
演
：
『
近
世
京
都
の
地
図
に
み
る
歴

史
の
流
れ
』

―
山
名
年
浩
氏
―

④
会
場
：
第
１
日:

京
都
市
・
六
孫
王
神
社

第
２
日:

羽
曳
野
市
・
壺
井
八
幡

宮
、
廟
参
拝
、
川
西
市
・
多
田

神
社
等

⑤
宿
舎
：
「
太
子
温
泉
」
―
聖
徳
太
子
め

ぐ
み
の
湯
―

⑥
日
程
：
左
記
、
日
程
表
参
考

⑦
会
費
：
１
名
３
万
円
（
全
日
程
参
加
の

場
合
）

、
部
分
参
加
も
可
能
で

す
。

⑧
申
込
：
以
前
発
送
の
「
申
込
ハ
ガ
キ
」

又
は
同
封
申
込
用
紙
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

⑨
締
切
：
準
備
の
都
合
上
、
10
月
末
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
手
元
に
、
『
総
会
ご
案
内
』
が
無

い
方
が
御
座
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
へ
ご

請
求
下
さ
い
。

ご
寄
稿
の
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
し
た

会
誌
「
山
名
」
第
六
号
。
こ
の
度
、
頁
数

も
切
り
の
良
い
と
こ
ろ
ま
で
達
し
、
一
旦

編
集
を
終
え
ま
し
た
。
玉
稿
を
頂
き
ま
し

た
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
六
号
で
は
、
宮
田
靖
國
氏
の
”
明
徳

の
乱
に
到
る
隠
さ
れ
た
真
実
”
に
は
、
今

ま
で
表
面
的
な
事
象
の
み
で
受
け
取
っ
て

い
た
明
徳
の
乱
に
到
る
経
緯
が
、
”
別
角

度
”
か
ら
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
山
名
年
浩
氏
の
”
山
名
氏
年
表
（
前
編
）
”

は
、
20
年
に
及
ぶ
氏
の
山
名
氏
研
究
の
一

大
成
果
で
す
。

宮
田
靖
國
氏
の
「
山
名
家
譜
」
に
、
山

名
年
浩
氏
が
前
回
寄
稿
い
た
だ
い
た
「
清

和
源
氏
諸
流
略
系
図
」
。
是
に
加
え
今
号

掲
載
の
”
山
名
年
表
”
は
山
名
氏
研
究
の

基
礎
資
料
と
言
う
べ
き
存
在
で
す
。
（
尚
、

年
表
に
は
後
編
が
続
く
よ
う
で
す
。
）

会
誌
「
山
名
」
の
発
行
を
継
続
し
何
時

の
日
か
、
山
名
家
譜
や
山
名
年
表
、
清
和

源
氏
系
図
、
又
そ
れ
ま
で
秀
文
を
掲
載
し

た
『
山
名
研
究
の
一
冊
』
を
刊
行
し
た
い

も
の
で
す
。

文
鶴
公
の
軸
寄
贈

山
名
蔵
が
あ
る
香
美
町
の
吉
田
二
雄
氏

（
小
代
区
秋
岡
）
か
ら
同
家
に
伝
わ
る
文

鶴
（
村
岡
山
名
七
代
義
徳
公
）
画
『
梅
に

鶴
』
を
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

吉
田
氏
の
お
話
で
は
、
「
骨
董
集
め
が

趣
味
の
曽
祖
父
が
明
治
の
始
め
に
手
に
入

れ
た
物
」
と
か
、
入
手
さ
れ
た
際
の
裏
書

き
に
は
興
味
深
い
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
（
続
き
は
「
山
名
」
第
六
号
で･･･

）

山
名
会
の
幟
作
成

の
ぼ
り

草
山
常
任
理
事
（
相
模
原
市
）
の
御

発
案
と
お
世
話
で
山
名
会
の
幟
を
作
成
し

て
頂
き
ま
し
た
。
幟
の
図
案
は
平
成
の
始

め
に
壺
井
八
幡
宮
に
奉
納
し
た
物
と
同
じ

に
な
り
ま
す
。
行
事
や
活
動
の
際
に
は
目

立
つ
場
所
に
掲
げ
て
山
名
会
の
ア
ピ
ー
ル

に
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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既に、参加お申し込みの皆様へ

早速のお申込有り難う御座います。開催が11月末で

すので10月に入りましたら「詳細ご案内」及び、「参

加会費納入の用紙」を発送致したいと思います。

準備が出来ます迄、今しばらくお時間を頂戴願います。

第21回山名会総会日程

会誌「山名」第六号
この度、編集が一段落致しま
した。

『
山
名
』
第
六
号
乞
う
、
ご
期
待
!!

「
梅
に
鶴
」

文
鶴
（
村
岡
山
名
七
代
義
徳
）
公
画
。

寄
贈
・
香
美
町
小
代
区
・
吉
田
二
雄
氏


